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ねらい

新たな電波利用システムの導入事例紹介

 従来のPHSからスマートフォンへ置き換えに
より
● コミュニケーションの活性化
● ナースコールの受信
● 出勤時間の自動記録など を実現。

⇒ 医療従事者の業務の効率化や様々な
情報共有に寄与

 スマートフォンによる新たな電波利用システ
ムの導入による取組事例の紹介

 取組効果や電波環境の整備に当たって考慮し
た点や工夫などを解説



スマートフォン関係の取り組みをご紹介



日本人口の
推移

4

これから人口が減る。

高齢者割合が増える。
2020年：28.9% → 2040年：35.3%

生産年齢人口割合が減る。
2020年：59.1% → 2040年：53.9%

平成29年 厚生労働白書
https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/1

7/backdata/01-01-02-07.html
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労働力不足を補うために

仕事の総量をへらす

➢ 優先順位をつける ・・ただ、医療水準を下げるのは難しい

効率化する、処理能力をあげる

（他の分野を犠牲にして）特定の分野の労働力を増やす
・・医学部が増えたり賃金が高ければ増えるかも

（ただ、育成や給料でお金がかかる） 6

直近の対策としてはやりやすい



チャットにより連絡を効率化
院外からでも医療画像にアクセス（百聞は一見にしかず）

医療機器プログラム「Join」ー 院外からのサポート

チャット
（同時に複数とつながる）

医用画像共有
（遠隔医療・働き方改革）

セキュリティ
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スマホ 〇

✓ 一斉に連絡可能
✓ 後からも見ることができる
✓ 画像を見て診断ができる
✓ 診断プロセスの記録になる

１：ｎ

〇

〇 スマホ

スマホ

スマホ

文字・画像チャットによるチーム医療

医師A

医師B

医師C

医師D

コミュニケーションの活性化
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医用画像をスマホで見る



提供価値

2022年度診療報酬改定向けの
要望書（医療技術評価提案書）
より引用

https://www.mhlw.go.jp/content/
12404000/000851144.pdf
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2015年に国内医療機関初の
大規模スマホ導入



Confidential 12



スマホ運用における情報管理

スマホ利用者
① 貸与についての誓約書の提出
② アプリの内容によって個別の利用申請書の提出（例：join）

端末自体
MDM（Mobile Device Management：モバイルデバイス管理）の導入
で全台数を一括管理
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デバイス管理
CLOMO MDM

共有電話帳
CLOMO 

SecuredContacts

ブラウザアプリ
CLOMO 

SecuredBrowser

情報漏えいを徹底的に防ぐ

https://www.i3-systems.com/
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規
約
関
連

誓
約
書
関
連

➢ 学校法人慈恵大学貸与スマートフォン利用規約：スマートフォン規約
➢ 携帯電話管理規程：携帯電話の管理規定
➢ 無線LANサービス利用規約（教職員用）：教職員向け無線LANサービスの利用規約
➢ 無線LANサービス利用規約（病院利用者用）：

病院利用者向け無線LANサービスの利用規約

➢ 貸与スマートフォン使用に関する誓約書（個人用） 
個人用のスマートフォン利用する場合の誓約書

➢ 貸与スマートフォン使用に関する誓約書（所属長管理）（共用） 
所属長が自部署で共用のスマートフォンを利用する場合の誓約書

➢ 貸与スマートフォン使用に関する誓約書（共用） 
所属長で自部署で共用のスマートフォンを利用する場合の誓約書

➢ 貸与スマートフォン使用に関する承諾書（共用） 
所属長で自部署で共用のスマートフォンを利用する場合の承諾書

➢ スマートフォン管理における監督者の役割 
スマートフォン管理における監督者の役割

➢ 共用携帯端末監督者一覧（共用） 
スマートフォンの共用携帯端末監督者の一覧

➢ 共用スマートフォン使用誓約書及び承諾書提出者一覧 
共用スマートフォンの利用者の誓約書及び承諾書の提出者一覧を管理

端末配布前に規約等を整備する事が重要



実際に活用しているアプリ
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チャットにより連絡を効率化
院外からでも医療画像にアクセス（百聞は一見にしかず）

医療機器プログラム「Join」ー 院外からのサポート

チャット
（同時に複数とつながる）

医用画像共有
（遠隔医療・働き方改革）

セキュリティ

利用サービス アルム社 「Join」



利用サービス アイホン社 「Vi-nurse」

ボードＰＣナースコール

ナースコールアプリ画面

ナースコール着信をスマートフォンに集約



ナースコールにおけるPHSとスマートフォンの違い（例）

PHS スマートフォン コメント

画
面
表
示

ナースコール着信時の情報は、
看護師の意思決定を左右する
重要な情報であり、看護の質
向上、医療安全に寄与すると
考えられ、ひいては患者の満
足度向上に寄与する。

着
信
性
能

・呼出から数秒程度のタイム
ラグ有
・順次着信（一斉に鳴らす設
定でも1台ずつ着信対象が増
える）
・同時着信台数は８台まで

・呼出からのタイムラグはほぼ無し
・一斉着信
・同時通話台数は１６台まで

PHSのナースコール連動は、
応答におけるタイムラグがあ
り、患者からみて応答が遅い
と感じる状況が見られる。ス
マートフォンでの連動では、
このようなリスクは排除でき
る。

患者氏名、部屋番号、
呼出種別までの表示が
可能

医療機関の要望に合わせて、文字情報
のリッチ化（感染症、救護区分、担当
看護師など）や、ベッドカメラ映像の
表示が可能

※交換機によって機能（実現範囲）が異なります



共有端末用の電話帳、出退勤の見える化

＜一般的な電話帳＞ ＜CareRings Contact＞

「今日、２番スマホ誰が持ってますか？」



出勤している人だけが表示される電話帳アプリ。
共用のスマートフォンへ電話をかける際も、今日使っている人
の名前と顔が表示される。

ケアに入っていて電話に出れないのも
看護では当たり前。

相手への思いやりを「折り返しください」
メッセージとして標準搭載

共有端末用の電話帳、出退勤の見える化



利用サービス：スタディスト社 Teachme Biz

パソコンを一切使わず、
現場でスマホだけでマニュアル作成 が可能
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画像、動画 で見る人に優しい。 

配信 と 閲覧管理 も可能
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口頭、紙で伝達されている作業、操作の手順を

iPhoneのアプリで部内共有



利用サービス ビーキャップ社「Beacapp Here」

Beaconアプリを導入し、医師の在院時間を
自動でデータ化





ビーコン設置について（スマホ持ち歩きの場合）

ビーコンを出入り口などに専用の両面テープで貼り付けます。

電池式（約5年間）のため、電源工事等は不要です。

◆設置場所参考写真









ICTの活用と向かい合う

32



ITに対する医療機関の課題例

33
Kohei Takeshita, Hiroyuki Takao, Seiya Imoto, Yuichi Murayama.
Improvement of the Japanese healthcare data system for the effective management of patients with COVID-19: A national survey.
Int J Med Inform. 2022 Mar 24:162:104752. doi: 10.1016/j.ijmedinf.2022.104752.
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スマホを用いた医療実証フィールドの立ち上げと運用にあたっての体制作り

東京慈恵会医科大学
（事務）

➢ システム課
➢ 管理課（分院含む）
➢ 施設課（分院含む）

企業

情報システム運営会議（理事参加）

➢ ドコモ社（通信インフラ担当）
➢ 住友電設社（ネットワーク担当）
➢ アイキューブドシステム社

（MDM担当）
➢ アイホン社（ナースコール担当）
➢ スタディスト社（マニュアル担当）

東京慈恵会医科大学
（臨床）

➢ 医師
➢ 看護師
➢ コメディカル

先端医療情報技術研究部
コーディネート
ファシリティー

「ICT推進委員会」の発足
三位一体で医療ICTにおける議題と方針の取りまとめを行う



技術の進歩 や 社会課題
への対応

35



左中大脳動脈閉塞による脳梗塞CT

Cuete D, Subacute left middle cerebral artery infarct. 
Case study, Radiopaedia.org (Accessed on 26 Apr 
2024) https://doi.org/10.53347/rID-35732

従来型のAIによる処理例

判別
処理



生成AIによる処理例



医療業界は「医師の働き方改革」のほか、「物流の2024年問題」の影響も

物流に携わるドライバーの
時間外労働規制

物流の2024年問題

医療機器の流通改善に関する懇談会



輸
送
力
の
低
下

配送リードタイム延長

運賃上昇

輸送品質低下

社
会
情
勢

円安

燃料費高騰

インフレ
医療機器卸売業者による適正使用支援業務の持続が困難
(立会い、預託在庫管理、緊急対応, etc.)

要因 課題

医療機器価格への転嫁

医療機器安定供給への懸念

影響

「物流の2024年問題」の影響 ※厚生労働省資料より抜粋



AIによる最適な医療機器選択で実現する
次世代スマート物流プラットフォームの社会実装



BRiDGE事業による社会課題の解決

2024年働き方改革

卸売/物流事業者

• 人手不足を改善するためにDX化したい一方、
経営面ではDX予算の捻出が厳しい

医師

医師と卸売/物流事業者が足並みを揃えてDX化

事業者側の無駄削減で費用を捻出しつつ、医師と
事業者含めた医療全体の働き方改革に対応

貸し出し等、医療の商習慣を取り入れた

医療版AmazonといえるECサイトを構築

【ポイント】
• 診療報酬に依存しない
• DX化の促進による販売管理費の削減によりシステム費用を
捻出

• 医療機関と利益を分配することで、さらなる効率化と医療の
質の向上を目指す• メーカーと卸間では電子化が進んで

いるものの、病院からのアナログ発
注に振り回され、無駄な側面も。
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